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塗料の役割塗料の役割
塗料には物を保護する役割、美観を与える役割、
特殊機能を付与する役割がある。

保　護
物は、日光（紫外線）や風雨（特に酸性雨）の影響で徐々に劣化
していき、鉄は錆び、木は腐ってスカスカになる。耐久性の良い
コンクリートも劣化して表面が粉っぽくなり、アルカリ分が抜け
て強度が低下してくる。用途に適した塗料を塗装することで、日
光や風雨から物を保護することができ、素材を長持ちさせること
ができる。

塗装は、無機質な素材に彩りを与えたり、色あせた素材を鮮やか
な色に再生することができる。また、色のコーディネートをする
ことができる。屋根と外壁の配色をコーディネートしてイメージ
を変えたり、室内壁の配色をコーディネートして暖かい雰囲気に
したり、リラックス効果を演出することができる。

塗装により、物の表面に機能を付与して価値を高めることができ
る。室内壁に塗装することによってシックハウス症候群の原因物
質であるホルムアルデヒドを吸着、除去し、室内空間を快適にす
る塗料や、抗菌性を付与する抗菌塗料、カビの発生を抑制する防
カビ塗料、蛍光塗料や蓄光塗料（夜行塗料）などがある。特殊用
途では、電磁波シールド塗料や帯電防止塗料、遮熱塗料などがあ
る。

美　観

特殊機能の付与

ホルムアルデヒド吸着塗料のモデル
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失敗しないための

知っておきたい塗装知識－基礎編

塗料は、木部用や鉄部用、コンクリート用など、用途に合わせて様々な
種類がある。木部用には、防腐効果が、室内用には防カビ効果など、そ
れぞれの用途に合わせて作られてるので、塗装する対象に合わせて塗料
を選ぶこと。
逆に用途に合わない塗料を選んでしまうと傷みが早いなどのトラブルの
原因になってしまうことがある。一度に多くの塗装対象がある場合は、
いろいろな用途に塗れる多用途塗料を選ぶこと。

１ 塗料を選ぶポイント

塗装は天気の良い日に行う。塗料はしっかり乾く前に水に濡れてしまう
と「はがれ」や「乾燥不良」などの失敗の原因になるので、雨の時はも
ちろん雨の降りそうな時も塗装は避けること。
また、気温が低かったり、湿度が高い時（気温が５℃以下・湿度 85％以
上の時）も同様の理由で塗装には適さない。気温が低い冬などは日中の
できるだけ早い時間に塗装を終わらせること。

2 天気の良い日に塗りましょう

塗料を塗るもの自体が汚れていたり、傷んでいる場合は、上に塗料を塗っ
ても下からはがれたり、凹凸ができてしまう。そうならないためにも予
めよく洗浄し、それぞれの素材、状態に合わせて下地処理をする。下地
処理とは、例えば木の場合はサンドペーパーをかけて表面のざらつきを
取り滑らかにする、鉄に錆びがある場合は、ワイヤーブラシなどで取り
除くなどの作業のことで、塗装の仕上がりに影響する大事な作業である。

3 塗料を塗る前の「準備」が大事

基本的に塗料は、衣服についてしまうと落とせないので、汚れてもよい
作業着や着古した衣服で塗装をする。
また、なるべく肌につかないように長袖のものを選び塗装時は手袋の着
用する。

４ 汚れてもよい服装で
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塗りたくない場所や汚れては困る場所には必ず、マスキングテープや新
聞紙、ポリシートなどで保護すること。
マスキングテープは、テープの下に塗料が入らないようにきわの部分を
しっかり押さえて貼ると境目がきれいに仕上がる。またマスカーはテー
プとポリシートが一体になっており広範囲の保護が可能である。
マスキングテープは塗装後、塗料が乾く前にはがすこと。乾いてからは
がすと塗膜がめくれてしまうことがある。乾いたらカッターナイフで切
り込みをいれてからはがすこと。

５ マスキングは丁寧に

塗料は様々な原料からなる混合物のため、一部の色が沈んでいることが
ある。塗料は、使う前に中身をよくかき混ぜる。
フタを開ける前に容器を逆さにしてよく振っておき、フタに手を添えて
マイナスドライバーなどで開け、ヘラなどで缶のそこにドロっとした固
まりがなくなるまでよくかき混ぜること。
塗料が飛んでまわりを汚さないよう新聞紙や養生シートの上で作業する
こと。

６ 塗料をよくかき混ぜましょう

塗料は一度に厚く塗りすぎるとタレてしまったり、乾燥が遅れて表面に
しわができたり、ひび割れなどのトラブルに繋がってしまう。
きれいに仕上げるコツは「うすく塗り、しっかり乾かしてから塗り重ね
ること」です。一回塗り仕様の塗料でも初めて塗装する人や慣れていな
い人はうすく２～３回塗り重ねることをおすすめします。

７ 厚く塗りすぎてはダメ

塗装の際、粘度が高く塗りにくいと感じたら、塗料をうすめる。
水性塗料は「水」で、油性塗料は「ペイントうすめ液」で、ラッカー塗
料は「ラッカーうすめ液」でそれぞれうすめること。（商品によっては、
専用のうすめ液があるので表示をご確認のこと。うすめる割合も商品に
よって異なるので表示をご確認すること。うすめすぎますと下地が透け
る場合があるので注意すること。）

８ 粘度が高いと感じたらうすめましょう

塗料は使い切るのがベストだが、残った場合、保存することも可能。
保存の仕方は容器の縁についた塗料をきれいに取り除いた後でフタ
をきっちりしめておく。
縁についた塗料を取り除かないと次に使う時にフタが開けにくくな
るだけでなく、密閉しにくくなる。フタをきっちりしめないと空気
が入り、塗料に膜が出来たり固まってしまう恐れがある。

■塗料の保存について
〈使い終わったら…〉

少量残ってしまった場合などやむを得ず塗料を捨てる場合は…

塗料をできるだけかき出し、新聞紙などに塗り広げて感想
させてから、〈一般ゴミ〉として処分する。

容器の中の塗料を使い切って（または上記のとおり塗料を
破棄し）出来るだけ容器の中に塗料が残らないようにかき
出す（容器の内側についた塗料が底に溜まらない程度）。
その後、火気のない屋外で容器内側についた塗料をよく乾
燥させてから〈金属ゴミ〉として処分する。

＊地域によっては一斗缶（14L 缶以上）は粗大ゴミに分類され
ることがあり、地域のゴミの分別をよくご確認ください。

＊一部、プラスチック容器に入った製品があります。プラスチッ
ク容器の場合は〈プラスチックゴミ〉として処分する。

■塗料及び容器の破棄について

■使いかけのエアゾール製品の保存と捨て方

＊塗料はなるべく使い切ってから破棄する

〈容器（金属缶）の捨て方〉

〈塗料の捨て方〉

容器を逆さにして２秒程度吹き、ノズルに
付いた塗料を拭き取り、キャップをする。
正立の状態で保存する。

●詰まりを防ぐために
〈保存前の注意〉

必ず中身を使い切り、完全にガスを抜いてから捨てる。中
身が残っている場合は、新聞紙などに塗り広げて使い切り、
乾かす。

ガスを抜いた後、容器は〈金属ゴミ〉、キャップは〈プ
ラスチックゴミ〉として処分する。

＊危険なのでガスを抜く際、容器に穴をあけないよう。ま
た爆発の危険があり、火中には絶対投じないこと。

〈捨てる際の注意〉

・火気の近く／・暖房器具の周辺／・車内／
・直射日光の当たる場所等40℃以上になる場所
・湿っぽい場所／・結露が生じやすい場所

●爆発やガス漏れの危険が伴う場所
〈保存場所の注意〉

ハケなどを洗浄した水は、洗濯排水などの生活排水と同じ
扱いですので、下水道に流しても問題ない。極力多量の水
で洗浄する。下水道が整備されていない場合も生活排水に
準じた処理を行なう。

ハケなどの塗装用具は、使用後すぐに布や新聞紙で出来る
だけ塗料を拭き取り、洗浄する。

〈洗浄した水やうすめ液の捨て方〉

〈保存場所と環境〉

ハケなどを洗浄したうすめ液は、その都度処理せずに、きっ
ちりフタの閉まる缶やビンに入れてくり返し使用すること
をおすすめします。処分する場合には火気のない風通しの
よい屋外で布にしみ込ませて乾燥してからポリ袋に入れ
て、一般ゴミとして処分する。
＊洗浄した水やうすめ液は河川や湖沼に流さない。

ガス抜きキャップの場合、
製品の説明に従ってガスを
抜くこと。

注意

子供やペット等の手が届かない場所に
保存し、間違って口にしないように注
意すること。

・直射日光が当たる場所
・高温になる場所
・湿度が高い場所
・火気のある場所
・冬場凍結する危険性がある場所

こんな場所は
適しません

・直射日光が当たる場所
・高温になる場所
・湿度が高い場所
・火気のある場所
・冬場凍結する危険性がある場所

こんな場所は
適しません

塗料は液体の状態では破棄することができない

水性の場合

油性の場合

塗料の保存と破棄について




